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過年度の検討の流れ

森ハブで提供する支援機能にかかる検討は令和3年度より取組んでおり、
今年度はこれまでの検討結果をふまえた現場実装に取組みました

令和3年度

エコシステム形成にかかる

事例分析

令和４年度

森ハブにて組成する

エコシステムの検討

令和5年度

エコシステムの核となる

プラットフォームの組成

⚫ 海外や異分野の先進事例を調

査・検討し、日本の林業分野に

おけるエコシステムの形成方法に
ついて検討を行った

⚫ エコシステムに必要な４要素と各

地のエコシステムの形成ステップを

検証し、エコシステムの中心となる

コミュニティ機能の構築やコーディ
ネーターの重要性を提言した

⚫ 令和3年度の検討結果をふまえ、

どのようにコミュニティ機能を構築
するか検討を行った

⚫ 日本各地の先進事例やスマート

林業構築普及展開事業の推進

地域等へのヒアリングを行い、地

域の実態やどのような事業、支
援の在り方が適切か検討した

⚫ 検討結果をふまえ、森ハブ支援

地域とマッチングさせるコーディネー
ター案を導出した

⚫ 過年度の活動をふまえ、プラット

フォームの構築と参加者のニーズ
把握にかかる取組を行う

⚫ また森ハブによる支援実績を創

出するため、先行して導出した支

援地域やデジタル林業戦略拠点

選定地域と連携し、コーディネー
ターによる事業支援を行う
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森ハブを中心としたエコシステム形成

森ハブを中心としたエコシステムの形成においては、プレイヤーが集える「場」を整え、

ネットワークを形成し、ビジネスマッチングを推進していく段階となります

多様なプレイヤー

参入

③ネットワーク

形成

④ビジネス

プロデュース

⑤情報発信

◼ エリア内外のプレイヤーの課題・

ニーズからビジネスマッチングを行い、

連携に向けた目線合わせを行う

◼ 産・官・学・キープレイヤーとのリレー

ションを形成する

◼ 事業の段階や事業領域に応じて、

知財戦略や事業計画等を支援

する

◼ テーマやプレイヤー等に合わせて適

切かつ柔軟に支援する

◼ 国内外の関心を呼ぶエリアの特

徴の打ち出しやテーマの設定をし、

分かりやすく魅力的なPR戦略を

策定する

◼ 成功事例の輩出と効果的な対

外発信によるブランド化を通じて

更なるプレイヤーや投資を呼び込

む

②「場」の構築①リソース

◼ エリアに立地するプレイヤーが集う場

所・コミュニティを作る

◼ エコシステムの目指すべき方向性を

明確にする
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検討した森ハブの支援内容

森ハブの支援内容や有すべき機能については

過年度事業にて先進事例や地域へのヒアリングを通じて検討しました

場の形成（プラットフォーム） 実証プロジェクトの展開

事業化支援の展開情報発信

これからの開発や技術普及に向けた課題の精査と設定

テーマの設定・課題の共有

課題の解決に向けた議論・検討・ヒアリング・

学びの場の創出

多様なプレイヤーが集うコミュニティの形成

プレイヤー間のネットワーキング

意欲あるプレイヤーをマッチングする環境の整備

共通課題の解決に向けた

プロジェクトの組成

組成されたプロジェクトの事業化に向けた

一連の流れのサポート

（実証、ビジネスモデル構築、事業計画・

知財戦略の策定、資金調達等）

国内外の様々なプレイヤーの関心を呼ぶ

テーマの設定・PR

成功事例の発信による新たなプレイヤーの呼び込み

地域の取組、技術、金融、人材に関する情報の集積

地域コアプレイヤーや

コーディネーターへの

助言・アドバイス
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森ハブ・プラットフォームの全体像

設置する森ハブ・プラットフォームでは課題の把握・共有やイベントを通じた交流機会の創出、
並びにコーディネーターによる具体的な事業者支援を行います

異分野事業者

シーズを有する事業者

シーズ

ニーズ

地方自治体

林業事業体

コーディネーター候補

他のプラットフォームとの連携

会員へのアプローチ

イベント開催 課題の

把握・共有

交流機会の

創出

プロジェクトへの貢献

（コーディネーターの派遣）

デジタル林業戦略拠点採択

地域

森ハブ

支援地域

次年度に向けた活動

ヒアリング調査 広報・取組結果報告

プラットフォームの

目的・位置づけ

林業イノベーションを推進するために必要となる組織・人材・情報を集約し、

地域のニーズや事業者のシーズのマッチングによる新技術・新製品の普及、新たなビジネス・製品
開発プロジェクト等の創出を促進し、林業の安全性と生産性向上を実現する



自治体 研究機関・研究者林業事業者 林業機械メーカー
林業支援

サービス事業体

スタートアップ・

異分野企業等

①のマッチングのねらい

林業現場のニーズにマッチした新たな製品・サービスの探索や

比較検討を容易にすることで、林業現場への普及を加速

今後の取組案（R6年度も見据えて）

・マッチングイベントを開催し、製品・サービスの供給者によるプ

レゼン、先進導入事業者によるプレゼンを実施

・Webサイトにおける上記プレゼン内容のアーカイブ化

②のマッチングのねらい

林業現場のニーズに即し、新技術を取り入れた新たな製品・サー

ビスの開発・実用化や、新たなビジネスモデルの構築を加速

今後の取組案（R6年度も見据えて）

・マッチングイベントを開催し、各事業者がシーズ、連携・協業先

の希望等をポスターやリーフレットとして掲示、参加者は自由に

回遊して交流

森ハブ・プラットフォームにおけるマッチングのイメージ

製品・サービスの利用者 製品・サービスの供給者①のマッチング
異分野を含む新たな

技術・知識の保有者②のマッチング

林業現場の課題・

技術開発ニーズなどの情報

新たな製品・サービス、

それらの先進導入事

例等の情報

事務局で整理、分析し

情報提供

自社の強み、どの様な事業者と連携・協業

を希望するかを共有し、相互に交流

・森林組合

・素材生産事業者

・造林事業者

・都道府県

・市町村

・森林総合研究所

・公設研究機関

・大学（林学系）

・大学（異分野）

・ドローンによる森林資源調

査・解析、資材運搬

・林業機械リース、人材派遣

・森林・林業関連デバイス・ア

プリの開発・製造

・ICT、通信

・センシング、自動制御

・機械・電機

・リース、金融・保険 等

・林業機械専業

・建設機械との兼業

・農業機械との兼業

森ハブ事務局
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今年度事業の流れ

今年度は、プラットフォームを設置し、会員へのニーズ・シーズ調査、イベントやシンポジウムで
の会員間の交流機会を創出しマッチングに向けた取組みを実施しました

プラットフォーム設置

会員募集開始
ニーズ・シーズ調査

キックオフイベント開催

ニーズ・シーズの共有

シンポジウムでの

プレゼン事業者選定

シンポジウム開催

⚫ プラットフォームの申込み

フォームを作成し、森ハブ
HPでの公開を開始する

⚫ 会員の募集に際してはこ

れまでのシンポジウムの参

加者や各自治体などに
広報を行い、参加を募る

⚫ 入会申請時に、事務局

により参加者の簡易審

査を実施する※バックグ

ラウンドチェック等を想定

⚫ 入会時に、会員に対し

依頼する会員アンケート

を分析し、ニーズや課題、

保有シーズを把握する

⚫ アンケート結果をふまえ、

会員ニーズや所有シーズ

を反映したイベント内容

（基調講演等）を企画

する

⚫ キックオフイベントでは、

事務局からの情報提供

の他、ニーズ・シーズの共

有や会員間の交流の機
会を創出する

⚫ 会員の中から、シンポジ

ウムでプレゼンを希望する

会員を対象に、プレゼン
事業者を選定する

⚫ シンポジウムでは選出さ

れた会員のピッチ機会を

設け、マッチングに向けた
アプローチを行う

9月～ 10月～11月 11月 12月～1月 2月

ネットワーク形成注力フェーズ

実施事項

実施事項

「場」の構築

実施時期



②森ハブ・プラットフォーム設置

10



11

会員登録の流れ

プラットフォームへの登録は申し込みフォームより受け付け、事務局の審査を経て許可を行う
流れで実施しました

申し込みフォームの項目

申し込みフォームより申請 事務局による審査 事務局による申請内容確認 アンケート・会員紹介シート対応

⚫ 森ハブHP内に設置する申し込み

フォームより必要情報を記入し申請

⚫ 申請内容をふまえ

事務局にて入会可否を判断する
⚫ 事務局より入会審査結果を通知

⚫ 事務局より、アンケートと会員紹介

シートの対応を依頼する

# 設問 回答様式

１ 設置要領・参加規約への同意 選択式

2 反社会的勢力排除に関する誓約書への同意 選択式

3 プライバシーポリシーの確認 ー

4

事業者情報

事業者名 記述式

5 事業形態 選択式

6 森林・林業分野への参入状況 選択式

7 業種 選択式（複数）

8 代表者名 記述式

9 郵便番号 記述式

10 所在地 記述式

11 代表電話番号 記述式

12 設立年 記述式

# 設問 回答様式

13 企業WEB 記述式

14 担当者名 記述式

15 担当者所属部署 記述式

16 担当者電話番号 記述式

17 担当者メールアドレス 記述式

18

取組みたい領

域、申込理由

興味・関心のある領域
選択式（複数）

（任意）

19

森ハブへの入会にあたってのコメント

（森ハブへの期待、意見・要望、自

社のPR等）

自由記述

（任意）
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森ハブ・プラットフォーム設置要領・参加規約（1/2）
Ⅰ 設置要領

（設立趣旨）

第1条 我が国の林業は、人口減少・少子高齢化に対応した担い手の確保といった他産業と共通

する課題とともに、厳しい地形条件等の下、作業の安全性を確保した上で、労働生産性及び林

業経営の収益性を向上させるといった課題を抱えている。 これらの課題を解決しながら、林業をよ

り魅力ある産業として発展させていくためには、林業の特性を踏まえた新技術の開発から実証、実

用化、普及に至る取組を効果的に進め、林業現場への導入を加速する「林業イノベーション」の実

現が必要である。

「林業イノベーション」の実現には、これまで我が国の林業に携わってきた事業者等と、新たな技術

や視点と森林・林業分野への高い関心を有する異分野の事業者等が集まった上で、情報共有・

交流を活性化し、連携・協業を深めていくための「場」を形成することが必要である。 そのために、

林業イノベーションハブセンター（通称：森ハブ）に、プラットフォームを設置することとする。

（名称）

第２条 設置するプラットフォームの名称は、「森ハブ・プラットフォーム」（以下、「本プラットフォーム」

という。 ）とする。

（運営）

第３条 本プラットフォームの運営は、林野庁が別に設置する「林業イノベーションハブセンター（森

ハブ）」の事務局が行う。

（取組）

第４条 事務局は、第１条の設立趣旨に則して、次の取組を行う。

（１）本プラットフォームの周知及び会員（第7条の会員を指す。 以下同じ。）の募集

（２）林業イノベーションの実現に向けた取組に関する会員のニーズ等の把握

（３）会員にとって有益な情報の提供、会員間の情報交換の促進

（４）ワークショップや交流会等のイベント等による協業・連携に向けたマッチング支援

（５）特定のテーマを取り扱うワーキンググループの組成支援

（６）その他本プラットフォームの設立趣旨に則した必要な取組

２ 事務局は、会員の事前の承諾を得ることなく、前項で定める取組の内容を変更し、又は中止

することができる。

３ 前項により、取組の内容を変更し、又は中止した場合、会員に不利益、損害が生じたとしても、

事務局はその責任を負わないものとする。

４ 本プラットフォームの取組に係る資料は、原則公開とするが、個別企業の活動や販売戦略等に

関わる内容については、会員の希望により非公開とすることができる。 なお、資料の公開方法は、

林野庁のホームページに掲載することとする。

（知的財産の取扱い）

第５条 第４条で定めた本プラットフォーム活動における発明、考案、新品種、意匠、著作物その

他の人間の創造的活動により生み出されるもの、商標、商号、その他事業活動に用いられる商

品又は役務を表示するもの及び営業秘密その他の事業活動に有用な技術上又は営業上の情

報については、会員及び関係する者との協議に基づき取扱いを決定することとする。

２ 会員は、本プラットフォームの名称と同一又は類似する名称を自己の商品等表示として用いら

ず、同名称について自己または第三者をして商標登録出願を行わない。

（免責等）

第６条 本プラットフォームへの参加に伴う会員同士の商談・取引・契約等について、事務局は何

ら利益性・正確性・安全性・適法性等を保証するものではなく、これらの商談等及びこれらに基づ

いて生じたいかなるトラブル・損害、会員及び本プラットフォーム外の第三者との間の紛争等につい

て、一切の責任を負わない。

Ⅱ 参加規約

（会員）

第７条 本プラットフォームの設立趣旨に賛同し、本プラットフォームの取組・運営に積極的に参画し

ようとする企業・団体等が会員となる資格を有する。

（入会）

第８条 会員として入会を希望する者は、別に定める申込フォーマットに必要事項を入力し、事務

局の承認を以て本プラットフォームに入会することができる。 ただし、事務局が必要と認める場合に

は、入会を希望する者に対して、追加の情報提供等を求めることができるものとする。

２ 事務局は、入会を希望する者が、以下の各号のいずれかの事由に該当する場合は、入会を拒

否することができる。

（１）事務局に提出した申込内容に虚偽があった場合

（２）反社会的勢力である又は反社会的勢力と交流があると事務局が判断した場合

（３）過去本プラットフォームにて本規約に違反した者またはその関係者であると事務局が判断し

た場合

（４）その他、事務局が入会を適当でないと判断した場合

３ 事務局は、会員が登録した企業名等の情報について、本プラットフォームの周知又は活動報告

等の目的において公表することがある。 ただし、会員が事務局に対し、非公表である旨を示した情

報については、公表の対象外とする。

（会員の義務）

第９条 会員は、第１条の設立趣旨を踏まえ、積極的に本プラットフォームの活動に参加するもの

とする。

２ 会員は、その登録の内容（企業名、代表者、電話番号、メールアドレス等）に変更が生じた

場合、速やかに変更事項を事務局に提出しなければならない。
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（退会・除名）

第10条 会員は、退会の意思表示を事務局に行うことで、任意に退会することができる。

２ 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、事務局によって当該会員を退会させることがで

きる。

（１）法令違反や犯罪行為等、公序良俗に反する行為

（２）本プラットフォームの運営又は活動を妨害するおそれのある行為

（３）委員会、事務局、会員又は第三者に対する詐欺又は脅迫行為、権利又は利益を

侵害する行為

（４）その他退会させるべき正当な理由があると事務局が判断する行為

（会費・経費）

第11条 本プラットフォームの会費は無料とする。

２ 本プラットフォームの活動の中で、会費を有料とすることが望ましいと考えられる場合、事務局か

ら会員に対して事前にその旨を通知した上で、会費の設定を行うものとする。

（規約の変更）

第12条 本規約は、緊急の場合を除き、改正の効力発生日の７日前までに本規約を変更する

旨及び変更後の本規約の内容並びにその効力発生時期を事務局が管理運営する森ハブ紹介

ページ

（ https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/morihub/morihub.html ）上に掲載して公表す

ることにより、 本規約を変更できるものとする。

２ 当該変更内容の周知後、会員が規約変更日以降も本プラットフォームにおける活動を継続し

た場合、本規約の変更に同意したものとみなす。

（準拠法及び専属的合意管轄）

第13条 本規約及び本プラットフォームの利用に関連して事務局と会員その他の本プラットフォーム

の利用者との間において生じた一切の紛争については、 日本法を準拠法とし、東京地方裁判所

を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

附則

この規約は、2023年８月31日より施行する。

森ハブ・プラットフォーム設置要領・参加規約（2/2）
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森ハブ・プラットフォーム設置のリーフレットを作成し、関係各所への広報を行いました

広報用リーフレット
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プラットフォーム会員登録状況サマリ（2/27時点）

プラットフォームへの会員登録は474件あり、主に林業、林業支援サービス業、製造業、公
務、学術研究に関する方にご登録いただきました

業種 件数

林業 309

林業支援サービス業 103

農業・漁業 9

鉱業 2

建設業 40

製造業 82

電気・ガス・熱供給・水道業 10

情報通信業 33

運輸業・郵便業 2

卸売業・小売業 20

金融業・保険業 11

不動産業・物品賃貸業 10

学術研究・専門・技術サービス業 74

宿泊業・飲食サービス業 3

生活関連サービス業・娯楽業 4

教育・学習支援業 11

医療・福祉 1

その他サービス業 56

公務 76

その他 28

申込受付
474者
（02/27 10:00時点）

事業形態

業種 ※複数回答

247

35
9 7

65

28
42 41

0

50

100

150

200

250

300

会員数 n=474
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プラットフォーム会員登録状況サマリ（2/27時点）

林業分野に参入済の事業者が約7割を占めており、興味関心のある領域は「森林調査、
伐採・造林計画」 「素材生産」 「Jクレジット」 「造林・保育」 「木材流通」が挙がっています

森林・林業分野への参入状況

プラットフォームを知ったきっかけ

興味・関心のある領域 ※複数回答

204

61

21

56
69

55

0

50

100

150

200

250

380

256

334

313

224

288

197

184

246

186

312

54

0 50 100 150 200 250 300 350 400

森林調査、伐採・造林計画

境界確定

伐採・集材・運材作業等の素材生産

造林・保育作業

路網設計・施工

木材流通・取引

育種、苗木生産

新素材開発

森林保護（獣害対策等)

通信

Jクレジット・森林によるCO2吸収

その他

257
106

45

52

14

参入済（10年以上経過）

参入済（10年未満）

未参入（参入意向あり）

未参入（参入検討中）

未参入（その他）
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ニーズ・シーズ調査（アンケート内容）1/4

会員向けにニーズ・シーズに関するアンケートを実施しました
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ニーズ・シーズ調査（アンケート内容）2/4

会員向けにニーズ・シーズに関するアンケートを実施しました
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ニーズ・シーズ調査（アンケート内容）3/4

会員向けにニーズ・シーズに関するアンケートを実施しました
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ニーズ・シーズ調査（アンケート内容）4/4

会員向けにニーズ・シーズに関するアンケートを実施しました
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会員紹介シートフォーマット

会員向けに会員紹介シートの作成を依頼しました



④キックオフイベント実施報告

34
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キックオフイベント実施概要

森ハブ・プラットフォームへの参画を促すプロモーション活動および会員間の交流機会創出を
目的として、キックオフイベントを行いました

開催日時 2023年11月29日（水）13:30～16:15

開催方法

✓ 農林水産省講堂

✓ オフラインのみでの実施とする

ただし、第1部の内容はZoomの録画機能で動画撮影し

後日会員向けにYoutubeリンクの限定公開で共有する

目的・位置づけ

✓ 森ハブ・プラットフォームへの参画促進

✓ 森ハブ・プラットフォーム設置の背景・目的、今後の取組、林業現場の課題・ニーズ情報の共有

✓ 森ハブ・プラットフォーム会員間の交流機会創出

対象者

✓ 森ハブ・プラットフォーム会員

（森ハブ事業に興味・関心が高い企業や地域等を想定）

✓ 参加予定人数：上限200人
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当日のプログラム

当日はアンケート結果を基にした課題・ニーズ等の情報提供や、今後のプラットフォームでの
活動において会員間のマッチングに繋げていくためのプログラムを実施しました

プログラム 内容 発表者 時間配分

第1部

1. 主催者挨拶 ー 林野庁 5分

2. 主催者説明「森林・林業政策

の展開方向と林業イノベーショ
ンの現場実装に向けた取組」

森ハブ・プラットフォーム設置の背景・目的、

機能・今後の展開、林業現場の課題・ニー
ズ等について説明

林野庁 20分

3. 講演「静動脈連携～課題起

点の社会デザイン～想像から
創造へ」

プラットフォームを活用してどのように自らの

事業等に役立てることができるか、自ら発信

していくこと、能動的に参画することの重要性
について会員へアドバイス

森ハブ専門委員

見山先生
20分

4. 事例紹介

①株式会社中川「ドローンによる苗
木運搬」

②eleverlabo合同会社「世界最小

機械製造メーカーへの道のり」

事例①：新たな技術を導入して生産性、

安全性が改善、職員の生活や採用・人材
育成にも好影響の事例として紹介

事例②：他分野から林業分野へ参入し、

現場ニーズを踏まえて造林作業向けの機械
を開発、製品化した事例として紹介

【進行・総括】

森ハブ専門委員

立花先生

【発表】

各事業者

45分

休憩（レイアウト変更） 15分

第2部 5. 情報交換会（会員間交流）
事前アンケートで興味関心のある分野を選
択いただき、ブースに分かれて自己紹介＆

情報交換

【各ブース進行】

トーマツ・林野庁
60分
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キックオフイベントリーフレット 第２部（会員間交流・情報交換会）会場レイアウト

ステージ

森林調査

①

森林調査

②

Jクレジット
①

Jクレジット
②

境界確定

素材生産

木材流通

苗木生産

造林・

保育

新素材

開発

森林保護

通信
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当日の参加状況

イベント当日は、林業・異分野を含め161人の方にご参加いただきました

◼ 参加状況 ◼ 当日の様子

参加人数 161人（組織数：116）
※登壇者・マスコミ除く

参加者の事業形態

83

3 5
2

9
3

11

0
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20
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40
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組織数

第1部

第2部

n=116
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事後アンケート結果（1/2）

事後アンケートでは、第1部について9割以上の方が「有意義だった」「どちらかといえば有意
義だった」と回答いただきました

回答数 57件

回答者属性（複数回答）

第1部の感想（単一回答）

【主なコメント内容】

✓ 林業における課題や、林野庁の取り組み方針を聞くことができ参考

になった

✓ 見山先生の講演は参考になった、興味深い内容だった

✓ 事例紹介について具体的な内容で参考になった

✓ 事業を展開する上で、重要な要素のひとつである「ひと」に出会う

機会になった

✓ 内容に対して時間がタイト、詰め込みすぎではないか

✓ 事例紹介について、異分野の融合というより基本的には従来の林

業における延長線と感じた

✓ 森ハブとして他企業とつながるための情報として期待していた内容と

は異なっている部分が多かった

36 31シーズ側会員 ニーズ側会員

有意義だった

どちらかといえば有意義だった

どちらかといえば有意義でなかった

有意義でなかった

30

22

5

0



42

事後アンケート結果（2/2）

第2部については、他社の取組みや現場の課題・ニーズを知ることができ有意義だったと
回答いただいている一方、時間が短かった・声が聞こえづらかった等の意見がありました

第2部で参加したブース（複数回答） 第2部の感想（単一回答）

【主なコメント内容】

✓ 他社の取組みや強み、課題感を知ることができた

✓ 現場の課題・ニーズを聞くことができ参考になった

✓ 普段話す機会の無い方々と同じ課題について議論ができ有意義

だった

✓ 異業種との交流ができてよかった

✓ 時間が短かった、他のブースとの交流も図れる時間が欲しかった

✓ 人数が多く、声が聞き取りづらかった

✓ （ブースによっては）参加人数が少なく残念だった

今後のプラットフォーム運営に関する要望

✓ 会員間交流・情報交換会をメインにした場の設定を希望

✓ 少人数での意見交換の場があるとよい

✓ slackなどで自由に交流出来るとよい

✓ もう少し長めの時間をとって、グループワークができるようなイベントの企
画をお願いしたい

✓ シーズ側のプレゼンだけでなく、ニーズ側のリアルな課題･現状を伝えるよ
うなプレゼン機会を企画された方が良い

有意義だった

どちらかといえば有意義だった

どちらかといえば有意義でなかった

有意義でなかった

23

24

8

2

森林調査、伐採・造林計画

境界確定

伐採・集材・運材作業等の素材生産

造林・保育作業

木材流通・取引

育種、苗木生産

新素材開発

森林保護（獣害対策等）

通信

クレジット・森林によるCO2吸収

9

7

5

7

9

2

1

2

3

15
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第2部参加者向けフォローアップ・アンケート結果

第2部（情報交換会）参加者向けに、実施効果を確認するためのアンケートを実施し、
回答者のうち約8割の方が新たな事業者との面識ができた等の効果を回答いただきました

第2部で参加したブース（複数回答）

回答数 32件

第2部に参加した効果（複数回答）

森林調査、伐採・造林計画

境界確定

伐採・集材・運材作業等の素材生産

造林・保育作業

木材流通・取引

育種、苗木生産

新素材開発

森林保護（獣害対策等）

通信

クレジット・森林によるCO2吸収

6

1

6

7

5

0

1

0

2

7

期待していた情報が得られた

今までつながりのない事業者との面識ができた

具体的な協業・連携について相談を進めている

具体的な協業・連携に至った

特に効果はなかった

その他

4

24

3

0

7

3

実施期間 2024年2月15日～2月23日

今後参加を希望するイベント内容や要望

【主なコメント内容】

✓ 情報交換のための時間が短かった

✓ 対面で情報交換できる機会を引き続き設けてほしい

✓ 林業事業体の参加が過半数になる様なイベント、事業者の方の具体
的ニーズを把握する場があればよい

✓ テーマごとに集まるグループセッションや、分科会的な個別開催があると
具体の意見交換がしやすい



⑤シンポジウム実施報告

44
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シンポジウム実施概要

2月のシンポジウムでは、森ハブ事業報告とプラットフォーム会員のマッチング促進を目的とし
たシーズ提案事業者によるプレゼンと個別相談会を実施しました

開催日時
2024年2月8日（木）：森ハブ事業

2月9日（金）：林業機械化協会実施事業

開催方法

✓ 会場：木材会館（新木場）

https://www.mokuzai-tonya.jp/mokuzaikaikan/index.html#access
✓ 後日動画共有あり

対象者
✓ 林業イノベーションや森ハブに興味をお持ちの方（プラットフォーム会員に限らない）

✓ 定員：250人 ※8日は1機関2名までとする、9日は特に制限しない

名称 令和5年度林業イノベーション現場実装シンポジウム

２月８日

プログラム

（予定）

第１部（10:00～12:30）

・森ハブ事業報告【30分】

・デジタル林業戦略拠点報告【60分】

・パネルディスカッション【50分】

第２部（13:30～17:00）*森ハブ・プラットフォーム会員のみ参加

・林業現場の課題解決に役立つ最新技術の

プレゼンテーション

・情報交換会・個別相談会

https://www.mokuzai-tonya.jp/mokuzaikaikan/index.html#access
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2月8日実施プログラム

当日は第1部で森ハブ事業報告やパネルディスカッションを行い、第2部でプラットフォーム会
員のうちシーズ提案事業者によるプレゼンや個別相談会を実施しました

プログラム 内容 発表者 時間配分

第1部

1. 開会挨拶 ー 林野庁 5分

2. 森ハブ事業報告
今年度取組み（テーマ４地域への伴走支援、
テーマ５プラットフォーム構築）について説明

トーマツ

南那珂森林
組合

30分

3. デジタル林業戦略拠点構築
推進事業の報告

3拠点(北海道、静岡、鳥取)の地域コンソより、

今年度の取組みについて説明

住友林業

地域コンソ

60分

（1地域15分、

事務局15分）

4. パネルディスカッション
森ハブ・プラットフォームのこれまでを振り返り、
今後の活動を展望

立花先生

見山先生

柴田委員

中澤室長

安髙課長

50分

昼休憩 60分

第2部

5. 森ハブ・プラットフォーム会員

によるシーズ提案のプレゼン
テーション

プラットフォーム会員が、林業現場の課題解

決に資する製品・サービス等を提案するプレゼ
ンを実施

森ハブ・プラッ

トフォーム
会員

120分

（1社15分）

休憩（レイアウト変更） 15分

6. 情報交換会・個別相談会
プレゼン登壇者との個別相談や、会員同士
の情報交換を実施

ー 60分
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【ご参考】シンポジウムリーフレット
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シンポジウムピッチ登壇者選定

募集・選定 専門委員会での承認 事業者への通知

募集〆切・

応募状況

取り纏め

登壇者一覧を作成

登壇者の選定案を

作成

登壇者一覧を作成
※発表時間を延ばす、

会場を1つにする等を検討

①応募数が募集枠内の場合

②応募数が募集枠より多い場合

登壇者一覧を

委員に事前送付

専門委員会で

登壇者一覧を

確認・承認

いただく

事業者に

決定通知送付

応募書類を

取り纏め委員に

事前送付

③応募数が募集枠より少ない場合

12/28 1/４

1/5～1/10

1/10 1/11第3回専門委員会 1/15頃

■登壇者選定に向けた流れ

■②応募数が募集枠より多い場合の選定基準

選定基準

✓ 林業現場における課題・ニーズに合致する度合いが高く、それらの解決に資する度合いが高いと思われる製品・

サービスの紹介を優先（開発中の要素技術等については対象外）

✓ 新規性が高いなど林業現場での認知度が低く、情報収集ニーズが高いと思われる製品・サービスの紹介を優先

✓ 選定にあたっては、対象４分野（森林調査・計画、境界画定、素材生産、造林・保育作業）毎の件数のバラ

ンスに留意



募集内容１（シーズ提案）の応募方法

応募条件

• 森ハブ・プラットフォーム会員であること

• 林業現場における課題・ニーズを踏まえて、それらの解決に資する製品・サービスの紹介であること

（開発中の要素技術等については、今回は対象外です。）

• 下記分野における林業現場の課題・ニーズ*に合致する製品・サービスの紹介であること

①森林調査、伐採・造林計画、②境界確定、③伐採・集材・運材作業等の素材生産、

④造林・保育作業、⑤木材流通・取引、⑥育種・苗木生産、⑦新素材開発、⑧森林保護

（獣害対策等）、⑨通信、⑩Jクレジット・森林によるCO2吸収、⑪その他

応募方法

• 別紙のシーズ提案様式に記入し、メールに添付して森ハブ事務局宛にお申込みください

メール件名：【森ハブ】募集内容１（シーズ提案）の提出

メール送付先： mori-hub-pf@tohmatsu.co.jp

森ハブ事務局（有限責任監査法人トーマツ）
※様式はパワーポイントでご提出ください（PDF化しないでください）
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提案資料

の使途
• 2月8日第Ⅱ部の資料として参加者に配布するとともに、全ての森ハブ・プラットフォーム会員に対し

て電子データで配布します。

会員向け送付資料より抜粋

mailto:mori-hub-pf@tohmatsu.co.jp


募集内容２（ピッチセッションへの登壇）の応募方法

応募条件

• 森ハブ・プラットフォーム会員であること

• 林業現場における課題・ニーズを踏まえて、それらの解決に資する製品・サービスの紹介であること

（開発中の要素技術等については、今回は対象外です。）

• 下記分野における林業現場の課題・ニーズ*に合致する製品・サービスの紹介であること

①森林調査、伐採・造林計画、②境界確定、③伐採・集材・運材作業等の素材生産、

④造林・保育作業

• ２月８日（水）のシンポジウム当日に会場での説明が可能なこと

応募方法

• 別紙のシーズ提案様式に記入し、メールに添付して森ハブ事務局宛にお申込みください

メール件名：【森ハブ】募集内容２（ピッチセッションへの登壇）の提出

メール送付先： mori-hub-pf@tohmatsu.co.jp

森ハブ事務局（有限責任監査法人トーマツ）

※様式はパワーポイントでご提出ください（PDF化しないでください）

※2月8日当日の発表資料は、ピッチセッションへの登壇決定後に別途ご準備ください（パワーポイント、様式自由）
50

提案資料

の使途

• 2月8日第２部の資料として参加者に配布するとともに、全ての森ハブ・プラットフォーム会員に対し

て電子データで配布します。

• ピッチセッション登壇者の決定※にあたっての参考資料として使用します。

※応募多数の場合は、森ハブ専門委員会での検討を経て、ピッチセッションでのご登壇者を選定させていただく場合

がございます。予めご了承ください。

会員向け送付資料より抜粋

mailto:mori-hub-pf@tohmatsu.co.jp
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募集内容１（シーズ提案）

の記入要領

事業者名

事業概要
➢ XXX
➢ XXX

解決を目指す林業現場の課題・ニーズ

分野：

課題・ニーズ：

シーズにより期待される効果

提案するシーズ(製品・サービス)の内容

※本資料はシンポジウム当日に第Ⅱ部参加者（プラットフォーム会員限定）に配布、後日プラットフォーム会員向けに電子データで配布いたします。

【問合せ先】
連絡先：
担当者名：

提案内容について、会員から

直接問合せをして頂くことを
前提にご記載ください

提案の対象となる該当分野を以下から
選んで記載してください
① 森林調査、伐採・造林計画
② 境界確定
③ 伐採・集材・運材作業等の素材生産
④ 造林・保育作業
⑤木材流通・取引

⑥育種・苗木生産

⑦新素材開発

⑧森林保護（獣害対策等）

⑨通信

⑩Jクレジット・森林によるCO2吸収

⑪その他

次ページ以降の「ニーズ・
シーズアンケート結果資
料」及び、11/29キックオ
フイベントでの林野庁説明
資料P.2‐8を参考にして
記載ください

・提案するシーズの内容について、文章、図表、写真等を用いて自由に
記載してください

・提案するシーズに関する紹介ページや動画等のURL、二次元バーコード等

を掲載して頂いても結構です

ご提案されるシーズの導入により、上記の

課題・ニーズがどの様に解決されるかをご記
載ください
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募集内容２（ピッチセッションへの登
壇）の記入要領

事業者名

事業概要
➢ XXX
➢ XXX

解決を目指す林業現場の課題・ニーズ

分野：

課題・ニーズ：

シーズにより期待される効果

提案するシーズ(製品・サービス)の内容

【問合せ先】
連絡先：
担当者名：

提案内容について、会員から

直接問合せをして頂くことを
前提にご記載ください

提案の対象となる該当分野を以下から
選んで記載してください
① 森林調査、伐採・造林計画
② 境界確定
③ 伐採・集材・運材作業等の素材生産
④ 造林・保育作業

次ページ以降の「ニーズ・
シーズアンケート結果資
料」及び、11/29キックオ
フイベントでの林野庁説明
資料P.2‐8を参考にして
記載ください

・提案するシーズの内容について、文章、図表、写真等を用いて自由に
記載してください

・提案するシーズに関する紹介ページや動画等のURL、二次元バーコード等

を掲載して頂いても結構です

ご提案されるシーズの導入により、上記の

課題・ニーズがどの様に解決されるかをご記
載ください

※本資料はシンポジウム当日に第Ⅱ部参加者（プラットフォーム会員限定）に配布、後日プラットフォーム会員向けに電子データで配布いたします。
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募集内容１（シーズ提案）へは11件、募集内容２（ピッチ登壇）へは16件の応募が
ございました

シーズ提案募集結果

【募集内容１（シーズ提案）への応募事業者】

①森林調査、

伐採・造林計画

2件

➢ 北海道国立大学機構

オープンイノベーションセンター

➢ 西日本電信電話株式会社

東海支店

②境界確定

1件
➢ 株式会社woodinfo

③伐採・集材・運材

作業等の素材生産

4件

➢ コベルコ建機株式会社

➢ プラムシステム有限会社

➢ 大久保歯車工業株式会社

➢ コマツ

④造林・保育作業

2件
➢ 株式会社ロジクトロン

➢ 株式会社やまびこ

⑧森林保護

（獣害対策等）

1件

➢ 森庄銘木産業株式会社

⑩Jクレジット・森林によ

るCO2吸収

1件

➢ 株式会社woodinfo

【募集内容２（ピッチ登壇）への応募事業者】

①森林調査、

伐採・造林計画

6件

➢ 株式会社パスコ

➢ BEAVER-WORKS
➢ 株式会社woodinfo
➢ 株式会社アドイン研究所

➢ ヤマハ発動機株式会社

➢ 株式会社スカイマティクス

②境界確定

2件
➢ 株式会社パスコ

➢ かなめ測量株式会社

③伐採・集材・運材

作業等の素材生産

3件

➢ 株式会社やまびこドローン

➢ 松本システムエンジニアリング
株式会社

➢ 株式会社BREAKTHROUGH

④造林・保育作業

5件

➢ 東洋エンジニア株式会社

➢ 株式会社ギガソーラー

➢ 矢崎総業株式会社

➢ キャニコム

➢ 筑波重工株式会社
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登
壇
者
ブ
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ス
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・
集
材
・
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材
作
業
等

の
素
材
生
産

デジタル拠点のブース

育種・苗木生産

木材流通・取引、
新素材開発

情報交換ブース

出入口

やまびこドローン

松本システム
エンジニアリング

BREAKTHROUGH

東洋エンジニア

ギガソーラー

矢崎総業

キャニコム

筑波重工

コベルコ建機

プラムシステム

ARAV 大久保歯車

コマツ

ロジクトロン

やまびこ

ステージ

シ
ー
ズ
提
案
者
ブ
ー
ス

伐
採
・
集
材
・
運
材
作
業

等
の
素
材
生
産

：プレゼン登壇事業者

：シーズ提案事業者

：デジタル林業戦略拠点担当者

：参加者

【凡例】

登
壇
者
ブ
ー
ス

造
林
・
保
育
作
業

シ
ー
ズ
提
案
者
ブ
ー
ス

造
林
・
保
育
作
業

北海道 静岡 鳥取

素材生産、
造林・保育

第2部個別相談会レイアウト
（7階大ホール）
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第2部個別相談会レイアウト
（6階小ホール）

ステージ

出入口 カウンター

スカイマティクス

ヤマハ発動機

BEAVER-WORKS

アドイン研究所

パスコ

かなめ測量

woodinfo西日本電信電話 北海道国立大学
機構

森林保護(獣害
対策)、通信

Jクレジット

：プレゼン登壇事業者

：シーズ提案事業者

：参加者

【凡例】

登
壇
者
ブ
ー
ス

森
林
調
査
、
伐
採
・
造
林

計
画

シーズ提案者ブース

森林調査、伐採・造林計画

情報交換ブース

登
壇
者
ブ
ー
ス

境
界
確
定

※パスコは「森林調査、伐採・造林計画」への提案内容も含む
Woodinfoは「境界確定」「Jクレジット・森林によるCO2吸収」への提案内容も含む

森林調査・計画、
境界確定
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当日の参加状況

シンポジウム当日は、林業・異分野を含め260人の方にご参加いただきました

◼ 参加状況 ◼ 当日の様子

参加人数 260人
※関係者・マスコミ含む

参加者の事業形態

第1部

第2部

0
10
20
30
40
50
60
70

参加者数（関係者・マスコミ除く）

n=211
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事後アンケート結果

事後アンケートでは、2月8日プログラムの第1部について約9割の方、第2部について約7割の
方が「有意義だった」「どちらかといえば有意義だった」と回答いただきました

回答数 80件

実施期間 2024年2月8日～2月20日

参加したプログラム（複数回答）

2月8日第1部の感想（単一回答）

74

59

52
2月8日第1部

2月8日第2部

2月9日

有意義だった

どちらかといえば有意義だった

どちらかといえば有意義でなかった

有意義でなかった

参加していない

45

26

3

0

6

【主なコメント内容】

✓ 具体的なプレゼンと意見交換会は大変参考になった

✓ 様々な事業者の話を聞くことができ、最新情報を知ることができた

✓ 普段関わりのない事業者と情報交換することができた

✓ 個別相談の時間が少なかった

✓ 2会場に分かれており、興味あるプレゼンを全て聞くことができなかった

2月8日第2部の感想（単一回答）

有意義だった

どちらかといえば有意義だった

どちらかといえば有意義でなかった

有意義でなかった

参加していない

35

20

4

0

21

【主なコメント内容】

✓ 林業の抱える課題と森ハブの取り組みを理解できた

✓ 各地域の取り組みや先進的な取り組みを知ることができ参考に

なった

✓ 目指すべき姿や、コーディネーターの重要性を認識することができた

✓ パネルディスカッションでは様々な話を聞けて興味深かった
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